【茨城史料ネットニュースレターNo.118（113から変更）】


□常陸太田市指定文化財集中曝涼参加記

　先日配信したメールニュースNo.112でもお伝えしましたように、2014年10月18日と19日の両日に常陸太田市と常陸大宮市において集中曝涼が開催され、茨城史料ネットも協力団体としてこの事業に参加しました。各公開場所には茨城大学人文学部の歴史・文化遺産コースの学生がボランティア解説員として派遣され、受付や案内、展示物の解説を行いました。
　今回のメールニュースでは、各公開場所の中から、阿弥陀院（常陸大宮市）、中染阿弥陀堂、来迎院の3か所を抜粋し、それぞれの場所を担当した史料ネット事務局員が参加記を書きました。ぜひご一読ください。

----------------------
□常陸太田市指定文化財集中曝涼参加記―阿弥陀院（常陸大宮市国長）―
　
　私は、10月18・19日の二日間、常陸大宮市国長地区にある阿弥陀院を担当しました。
　阿弥陀院は、15世紀中ごろに建てられたといわれる寺院であり、ご本尊である阿弥陀三尊像をはじめ、室町～戦国期に造られた木像数点や閻魔王で知られる十王信仰を描いた十王図など、数多くの文化財を所有しています。集中曝涼では、私と学部生4名を合わせた計5名が阿弥陀院を担当し、１日ごとに私と学部生2名ずつの計3名で受付・解説をそれぞれ分担しました。私たちの他にも、阿弥陀院のご住職や常陸大宮市の職員の方に案内をお手伝いしてもらえたため、スムーズに進行することが出来ました。
　集中曝涼の開始時刻になると同時に、来場者が続々と阿弥陀院を訪ねて来ました。私は今年が集中曝涼初参加であったため、最初は解説に対する不安でいっぱいでしたが、多くの方々と話をするうちにいつの間にか不安は解消されていました。実際に解説をして感じたことは、来場者と対話する時間がとても長かったということです。特に阿弥陀院は、他の場所に比べ来場者数が少なかったこともあり、学生がほぼつきっきりの状態で来場者と対話する機会を得ることが出来ました。私たちが一方的に解説を行うのではなく、互いに言葉を交わし、時には私たちの知らなかった事実を教えてもらうといったように、地域の文化財について学生と来場者が一緒に考え、学んでいくことが出来たのではないかと思います。
　阿弥陀院の来場者は、2日間合わせて計110名を記録しました。他の会場より数は少ないですが、人が途切れるといったようなことはほとんどありませんでした。また、昨年に比べ来場者数が約2倍になっていることからも、今年度の盛況ぶりがうかがえます。
　集中曝涼は地域が大切に守ってきた文化財を公開するということで、文化財保護・公開の原点というものを改めて感させるものでした。そして、来年以降もこのような活動を継続していくことが、地域の文化財を後世に伝え続けていくことにつながるのだと強く実感しました。
（文責：高橋拓也　茨城大学人文科学研究科修士課程・茨城史料ネット事務局）


□常陸太田市指定文化財集中曝涼参加記―中染阿弥陀堂―

　私は、集中曝涼には10月18日、19日の二日間参加し、両日とも中染の鋳造阿弥陀如来立像の解説を担当した。私自身、中染の解説を任されるのが三年目だったのだが、今年はこちらの阿弥陀如来立像が新たに国指定重要文化財に指定されたこともあり、例年になく来場者が多かったことに驚いた。私の他に学部生が3人配置され、計4人で解説にあたっていたのだが、ほぼ休みが無いと言ってもいいぐらい来場者が詰めかけ、今年は天候に恵まれたとはいえ、昨年の来場者数285人をはるかに超える931人という数字がその盛況ぶりを物語っている。国指定になったことでこれだけの注目を集めることが出来る、ということに驚きをもったとともに、「テレビや新聞で見た」という声も多かったため、メディアの力の大きさも改めて実感した。ただ、こうして来場者が増えても毎年変わらないことがある。それは訪れる人々の口から「地元」あるいは「地域」という言葉が聞けることである。それは「地元出身だけど初めて見た」という驚きであったり、「地元の人々が守って」きたことに対する感慨であったりと様々であるが、どれもこの文化財が伝えられてきた地域との関係に対する
感想だった。これは、中染の阿弥陀如来立像だけでなく、各公開場所の文化財にも言えることかもしれないが、集中曝涼は地元の人々にとっては地元の文化財を再発見し、外部から来た人にとっては文化財と地域との縁を知る機会になっているのではないだろうか。
　集中曝涼は単なる文化財の公開ではなく、文化財とそれを伝えてきた地域との関係を再認識する機会なのだと思う。文化財を守る地域の輪があって、その文化財を囲んで地域が盛り上がる、そんな関係が文化財と地域の一つのあり方なのだろう。
　私たちも、お手伝いではあるが、文化財を守る地域の輪に加わっていければと思う。今後とも、より一層集中曝涼を盛り上げていけるよう、微力ながら私自身も努力していきたい。
（文責：藍原怜　茨城大学人文科学研究科修士課程・茨城史料ネット事務局）


□常陸太田市指定文化財集中曝涼参加記―来迎院―

　10月18、19日に常陸太田市を中心に集中曝涼がおこなわれた。私は二日間にわたり、来迎院での解説にあたった。来迎院はここ数年、曝涼での来場者数1位で、地域の方々の気合いの入りようも凄まじい。地域の方たちは出店を開いていてお祭りのような様相である。この出店が来迎院に人がたくさん来ることにつながっているのだろう。
　1日目は私を含め4人の学生、2日目は私を含め5人で文化財の解説を行った。私たちの他にも保存会の方々がおり活気にあふれていた。特に2日目では大般若経の転読会が行われた。転読会を見るのは初めてであったが、お坊さんが同時に転読する姿は迫力があり、見る人を圧倒していた。来迎院の大般若経は現在、茨城史料ネットで預かり、クリーニング・調査・撮影している。転読を実際目にしたことで調査への意欲が再び湧いてきた。
　今年は2日間で来場者は900人を越え、子供たちからお年寄りまで幅広い層の方々が来られた。子どもたちは出店を楽しんだり、境内で遊んだりしていて、私も地元のお祭りのことを思い出し懐かしく思った。お年寄りは私たちが解説すると「そうそう、それで昔はね・・・」と当時のことを教えてくださった。今も昔も来迎院は変わらず子供たちの遊び場なのである。地域の子供たちが普段から地元の文化財に触れ合っていることが今後の文化財保護にもつながっていくのではないかと感じた。
　今年で私は3度目の集中曝涼であったが、改めて私たちの解説を喜んでもらえることの喜びを感じた。帰り際の「ありがとうございました」ということばを聞くたびに、もっとうまく解説しよう、とやる気がみなぎってくる。また来年も必ず参加しよう。
（文責：高田敦史　茨城大学人文科学研究科修士課程・茨城史料ネット事務局）
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